
ニュースレター

　2016 年 5 月に行われた日本地球惑星科学連合 2016 年

大会において，産総研名誉リサーチャー（元地質調査所長，

元工業技術院長）の石原舜三氏と，産総研理事（元地質情

報研究部門長）の富樫茂子氏が，2016 年度日本地球惑星

科学連合フェロー（JpGU フェロー）として顕彰されました．

 「日本地球惑星科学連合フェロー」とは，地球惑星科学に

おいて顕著な功績を挙げた方，もしくは日本の地球惑星科

学の発展に卓越した貢献をされた方に対し，日本地球惑星

科学連合より贈られる称号です．

　石原舜三氏は，花崗岩成因論および花崗岩に伴う各種の

鉱床の成因の解明に向けた顕著な貢献により，受賞されま

した．また，富樫茂子氏は，火山岩岩石学，特に同位体を

用いた東北日本のマグマ成因論，および地球科学分野にお

ける男女共同参画推進への顕著な貢献により，受賞されま

した．表彰式は，5 月 24 日に大会会場において行われ，

フェロー称号とメダルが授与されました．

　石原氏・富樫氏をはじめとする JpGU フェローの方々の

業績や主要論文等は，日本地球惑星科学連合の WEB サイ

トの「連合フェロー」の項目において紹介されています

（http://jpgu.org/jpgu-fellowship/fellowship.html　2016

年 12 月 19 日確認）．

　ここでは，地質学や地球科学に対する石原氏と富樫氏の

特に重要な貢献について，少し詳しく紹介させていただき

ます．

　石原舜三氏は，花崗岩類が，磁鉄鉱を含む磁鉄鉱系列

と，磁鉄鉱をほとんど含まないチタン鉄鉱系列に大別でき

ることを見出され，2 系列の違いを，岩石に含まれる不透

明鉱物量，黒雲母の化学組成，帯磁率などにより定量的に

示されました（Ishihara，1977，1979）．そして，この 2

つの花崗岩系列が日本において帯状に規則的に分布するこ

と，両者の違いは主としてマグマの酸素 fugacity の相違

に基づくものであることを明らかにされました（Ishihara， 

1977 など）．また，特に重要な貢献として，この 2 つの

花崗岩系列の分布が，花崗岩に伴う鉱床の分布と密接に

関連しており，日本をはじめとする環太平洋地域におい

て，磁鉄鉱系列の花崗岩には主に Cu，Mo，Zn，Pb の鉱

床が，チタン鉄鉱系列花崗岩には主に Sn，W の鉱床が伴

われることを示されました（Ishihara，1977，1978）．こ

のように，花崗岩系列の判別は資源探査の重要な指標と

なり，世界の様々な地域で活用されています．また，共

同研究により，日本の花崗岩類の化学組成や同位体組成の

広域的な変化を明らかにされ，花崗岩系列の分類が成因

的に大きな意味を持つことを示されました（Ishihara and 

Terashima，1977； Sasaki and Ishihara，1979； Shibata 

and Ishihara，1979； Ishihara and Matsuhisa，2002）．

近年は，南アフリカの花崗岩類の系列から始生代の地球

環境を探る研究成果を公表されています（Ishihara et al ., 

2006；石原，2016）．さらに，1992 年に京都で行われ

た第 29 回万国地質学会議（IGC）で事務総長をつとめられ

（石原，1993），また 2003 年に豊橋で行われた花崗岩の

国際会議である第 5 回ハットンシンポジウムでは組織委

員長をつとめられ（石原ほか，2004），日本の地球惑星科

学の発展・国際化に貢献されました．現在に至るまで，膨

大な数の論文や記事の執筆を通じて，研究成果の公表とと

もに，世界の様々な地域の地質・岩石・鉱床を紹介してお

られます．

　一方，富樫茂子氏は，地球という惑星の進化過程，特に

島弧の地殻・マントルの進化過程の解明に向けて，主に東

日本の火山岩の岩石学的・地球化学的研究を行い，玄武岩

の化学組成・同位体組成にもとづき，島弧マグマや発生源

のマントルの化学的進化モデルを構築されました（Togashi 

et al ., 1992）．また，富士火山の地下のマグマだまりにお

ける結晶分化過程を明らかにされ（富樫ほか，1991），資

源分野に適用できる成果としては，東日本の島弧玄武岩中

の金の濃集過程についての論文（Togashi and Terashima，

1997）を公表されました．また，地球化学分野への重要
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な貢献として，地質調査所の代表的な地質標本の化学分

析により，活動的な島弧である日本の上部地殻の平均組

成の提案を行われました（Togashi et al ., 2000；富樫ほか，

2001）．現在は，斜長石の化学組成等に基づいた月の進化

過程を探る研究を進めておられるそうです．また，2003

年に倉敷で行われた，地球化学・宇宙化学の国際学会であ

る第 13 回ゴールドシュミット国際会議では，組織委員会

の事務局長をつとめられました．さらに，学会の委員会活

動等により，地球惑星科学分野における男女共同参画の推

進にも貢献され（富樫，2016），今も産総研理事として，

研究への男女共同参画や人材育成を推進しておられます．

　以上のように，石原氏と富樫氏は，研究への貢献に加え

て，学会活動においても，さらには研究所の発展のために

も多大な貢献をされており，地質調査所や産総研の研究者

をはじめとする，関連分野の多くの研究者が指導を受けた

り，様々な影響を受けたりしたことは，間違いありません．

今までの貢献に感謝いたしますとともに，今後もお元気で

ご活躍されることを期待いたします．
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